
評価報告書（サンプル） 

１．評価結果 

評価対象 ランク 
評価項目 

備考 
項目内容 良否 

知財創造 

に関する活動 
Ｃ 

マーケティング ○  

知財創造に関する体制・仕組み △  

知財情報の把握度合い △  

知財保護 

に関する活動 
Ｂ 

戦略的な保護活動 ○  

知財保護に関する体制・仕組み ○  

現事業に対する権利の整合性 ○  

知財権の管理 ○  

ノウハウの管理 △  

知財契約への対応 ×  

特許製品の保護 

（権利範囲の確かさ） 
○  

知財活用 

に関する活動 
Ａ 

知財情報の営業活用 ○  

ブランド・ネーミングの活用 ○  

侵害品・模倣品の調査 ○  

知財リスク回避 

に関する活動 
Ｄ 

競合の特許情報把握 △  

調査体制・仕組み △  

開発者の意識 △  

他部門との連携 Ａ 

企画開発段階 ○  

権利化段階 ○  

活用段階 ○  

総合評価      点（１００点満点で記載） 

所 感 

・ランク付けした評価項目に関するコメント 

・改善事項の提言 

・経営層との関わり（知財に対する理解・後押し、知財担当から経営

層への知財情報の提供など） 

・社内の知財教育      等々を記載 

 

 

  



２．評価対象企業に関する知財情報（過去の知財活動の成果等） 

項目 内容 備考 

特許出願件数 ○○ 件  

保有特許件数 ○○ 件  

審査請求率 ○○ ％  

特許査定率 ○○ ％  

被引用件数 ○○ 件  

弁理士出願 

代理率 
○○ ％  

年度別 

出願件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．特許製品に関する知財保護の評価 

項目 内容 備考 

対象権利の目録 

特許番号：特許○○○○○○○号 

登 録 日：平成○○年○○月○○日 

出願番号：特願２０１７－○○○○○○号 

出 願 日：平成○○年○○月○○日 

審査請求日：平成○○年○○月○○日 

存続期間満了日：平成○○年○○月○○日 

（現時点での残存期間：○年○ヵ月） 

 

結 論 
対象製品は、対象権利の技術的範囲に属す

る。 

 

理 由 

別紙で対比した通り、対象製品は、対象権利

に係る発明（請求項１に係る発明）の各構成

要件をすべて具備している。 

 

所 感 

・請求項１は、発明の構成が過不足なく適切

に表現されており、他社が文言侵害を回避し

て本発明の解決手段を利用することは困難で

ある。 

詳細検討は別紙参照 

 


